
 

 

 

「体育大会」を終えて                  

  １学期最大のイベントである『体育大

会』を６月７日（土）に盛大に開催すること

ができました。手前味噌で恐縮ですが、こ

の学校行事を通して、子どもたちはそれぞ

れに加速度的な成長を見せてくれました。 

  特に、本校の強みの１つである「色別活

動による縦のつながり」が十分機能して

いたことを大変うれしく思っています。上級生としての責任ある振る舞いと行動。そして、その先輩の姿を見て

リーダー像を確立していく下級生。仲間とともに集団の一員としての自覚と責任を全身で感じながら、日に

日にたくましくなっていった西津っ子を誇らしく感じています。 

そう感じられたのも、子どもたちの頑張りはもちろんのこと、「縁の下の力持ち」に徹しながら子どもたちと

関わり続けた先生方、そして何より練習期間中および当日の保護者の皆様やご家族の方々の温かい励まし

の言葉かけのおかげと感謝しております。「チーム西津」は永遠に不滅です･･･。 

 

「おたがいさま」の言葉に思うこと                  

  「おたがいさま」は、同じ立場や状況にあることを指す言葉ですが、「おたがいさまだから気にしないでね。」

と、困ったり、遠慮したりしている相手を気遣うときによく使われます。 それが言える人は、これまで自分も誰

かの「おたがいさま」で生かされてきたという感謝の気持ちをもっているとともに、困っていたり、申し訳ない

などと思っていたりする相手の気持ちを想像できるからだと思います。 このことは、支え合いや助け合いで

成り立っている社会生活の中で、とても大切なことです。皆さんは、もしも限られた空間でお子さんが泣き止

まず、周りに申し訳ないと思っていたときに「おたがいさまです。気にしないでください。」と言われたら、どう

でしょう。 ただただほっとすることでしょう。そして、同じような場面に出合ったときは、間違いなく「おたがい

さまです。」と今度は自分が声をかけるに違いありません。「おたがいさま」の連鎖と定着が進む社会は、き

っと相手を気遣う温かい社会になっていくと考えます。 

しかし、悲しいことですが、だれかに支えてもらっていることは知っているはずなのに、それは相手が勝手に

していることであり、自分は自分のことだけやればよいと思

っていて「おたがいさま」の気持ちをもっていない人がいる

のも実状です。 これから子どもたちが生きていく社会は、Ａ

Ｉやロボットなどが普及し、生活様式も変化していくと思い

ます。しかし、いつの時代でも人と人がかかわりながら、より

よい社会をつくることは変わらないはずです。そこには、「お

たがいさま」の心をだれもがもっていることで、穏やかにい

きいきと生活できると信じています。「おたがいさま」と相手

を思いやったり、他人のために自ら行動できたりする子ども

たちの育成に、益々力を入れていきたいと思っています。 

学校 HP より、子供たちの様子を 

ぜひご覧ください！ 

月予定も掲載しています。 

 

 

 

 

 

【第４号】 

西津小学校 

令和 7年 7月 2日 

6/20（金）綱女墓所・墓石掃除（４年生） 

リーダーとして大活躍の６年生 



「緊急下校」を振り返る                  

  ６月２５（水）１１時４７分。すぐーるを通して「緊急下校」の連絡を入れさせていただき、引き渡しの形をと

らせていただきました。急なご連絡となり、ご迷惑をおかけしましたことに改めてお詫び申し上げます。 

  また、当日は１１時５３分～１３時２４分の間で全員の下校を確認することができました。急なご連絡でした

が迅速に対応をしていただきましたことに感謝申し上げます。また、今までの引き渡し訓練が活かされ、グラ

ウンド内の車の移動もスムーズにご対応いただき重ねてお礼申し上げます。 

  今回、非常事態は「いつ・どこで」起こるか分からないということを改めて痛感いたしました。今回の件に

関しての反省を小浜市教育委員会と共に行っていますが、保護者の皆様とも共有させていただく内容につ

いてお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「家庭・地域・学校協議会」                  

  ６月２７日（金）に令和７年度１回目の「家庭・地域・学校協議会」を開催しました。協議会では、委任させ

ていただいた評議員の皆様に学校経営やスクールプラン、学校や児童の様子についてお伝えした後、意見

交換をさせていただきました。日頃から、様々な場面で児童がお世話になっている地域の皆様とこのように

意見交換をさせていただくことはとても貴重なことと考えています。様々なお立場から見える西津小学校の

気づきを教えていただく大切な時間となりました。お忙しい中、ありがとうございました。お聞かせいただきま

したご意見やご感想を今後の学校経営に反映させていただきます。 

 

  なお、令和７年度の評議員の皆様は次のとおりです。（敬称略） 

氏 名 役 職 氏 名 役 職 

竹田 茂芳    コミュニティーセンター長 田邉 重正    学識経験者 

松崎 真理 民生委員長 杉谷 光由 まちづくり協議会会長 

 薮本 ます美 児童主任委員  杉山 泰之 スポーツ協会会長 

 山﨑 憲司 PTA会長   

 

①緊急メール「すぐーる」の連絡が迅速に全員に周知できなかった。 

  ・お仕事、用事、時間の関係等々の理由から早急に既読していただくのが難しい。 

   ★ 既読していただけない方へは担任より電話連絡を入れさせていただきました。 

   ★ 登録者数を増やしていただくことで、家族間での連絡体制の構築は可能だろうか。 

   ★ 市教委からのメールが多すぎて、緊急性の緊張感がなくなりがちではないか。 

 

②今回のように給食が準備できない場合、引き渡し以外の方法はなかったか。 

   ★ 集団下校では、自宅に誰もいない場合があり、安全が担保できない。 

★ 代替食の準備が簡単にはできない。また、アレルギーへの対応も難しい。 

★ 非常食を常備しておけるといいが、かなり高額で簡単に準備ができない。 

また、賞味期限もあるため、その都度買い換えなければならない。 

★ 非常食の準備も検討の余地があると考えています。 


